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美しいコスモス
メキシコ原産で、コロンブ

スのアメリカ大陸発見の後、

ヨーロ ッパに渡り、江戸末期

に日本に渡来する。日本の秋

を 彩 る 身 近 な 花 の lつ。秋

風とともに、北から南へコス

モスの花が咲く。花言葉は、

「美しい行い」。
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地
域
の
み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
、
今
年
も
市
内
二
十
五
会
場
で

「市
民
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
で
、

心
地
よ
い
汗
を
流
レ
ま
し
ょ
う
。

家
族
お
そ
ろ
い
で
/

今
年
で
四
十
二
回
目
を
迎
え

た
市
民
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
(
地
区
レ
ク
)
は
、
十

月
二
日
を
皮
切
り
に
八
日
、
九

日
、
十
日
の
四
日
間
に
分
か
れ

て、

二
十
五
会
場
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

地
区
レ
ク
は
、
体
育
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
が
親
普
と
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
健
康
増
進
を
高

め
て
い
た
だ
こ
う
と
行
う
も
の

で
す
。各

地
区
の
日
程
は、

左
衰
の

と
お
り
で
す
が、

自
治
会
や
体

育
振
興
会
、
各
種
団
体
を
中
心

に
実
行
接
員
会
が
組
織
さ
れ
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
よ
う
、
い
ろ

い
ろ
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
運
動
不
足
に
な
り
が

ち
な
み
な
ち
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
ご
拳
加
く
だ
さ

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

各
地
区
で
は
、

地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
が

一
番
顕
を
悩
ま
す
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
年
も
ユ
ニ
ー

ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
た
よ

う
で
す
。

花
水
地
区
で
は、

家
族
単
位

で
参
加
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、

ロ
1
プ
で
輪
を
作
り
、
そ
の
中

に
子
供
と
親
、
そ
し
て
お
じ
い

ち
ゃ
ん
か
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
入

っ
て
い
た
だ
く
、
三
人
一
組
の

汽
車
ポ
ッ
ポ
の
ゲ
l
ム
で
す
。

山
崩
器
地
区
で
は
、
平
成
元
年

に
作
っ
た
そ
う
ぜ
ん
か
る
た
を

利
用
し
た
O
×
ゲ
1
ム
で
す
。

「
崇
普
小
学
校
は
地
問
、
見
附
町

に
あ
っ
た
」

O
か
×
か
と
い
っ

た
ク
イ
ズ
を
十
問
行
い
、

当
た

っ
た
人
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
る

と
い
っ
た
、
郷
土
の
勉
強
を
兼

ね
た
ゲ
1
ム
で
す
。

港
地
区
で
は
、
小
学
生
の
み

な
さ
ん
に
運
動
会
と
同
じ
よ
う

に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
の
演
奏

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
か
組
み
立
て
体

操
を

一
年
お
き
に
披
露
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
年
は
男
子

の
組
み
立
て
体
操

「ス
ー
パ
ー

マ
ン
ジ
ャ
ン
プ
」

で
す
。

南
原
地
区
の
「
入
金
い
ろ
い

ろ
」
で
は
、
男
女
が
別
々
に
ス

タ
ー
ト
し
て
、
童
話
の
主
人
公

「
桃
太
郎
」
と
「
キ
ジ
」
、

「
さ
る
」
と
「
か
に
」
な
ど
の

カ
l
ド
合
わ
せ
を
し
て
ペ
ア
を

作
り
、
二
人
三
脚
を
し
て
走
っ

て
も
ら
い
、
も
う
一
度
掌
話
の

カ
1
ド
で
ペ
ア
を
作
り
直
し
、

ボ
1
ル
運
び
を
す
る
な
ど
、
ふ

れ
あ
い
を
目
的
に
し
た
ゲ
1
ム

も
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
原
地
区
の

「ク
リ
ー
ン
大

作
戦
」
ゲ
l
ム
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
ご
み
の
札
を
作
り
、
燃
せ

る
と
み
、
燃
せ
な
い
ご
み
、
資

源
再
生
ご
み
な
ど
に
分
類
す
る

ゲ
1
ム
で
、
日
常
生
活
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
外
に
、
幼
児
を
対
象
に

し
た
ゲ
1
ム
で
は
、
「
新
幹
線
」

や

「風
船
割
り
」
「
ヨ
ー
ヨ
ー

と
り
」
、
一
般
を
対
象
に
し
た

も
の
で
は
、

「老
い
て
は
子
に

従
い
」
や

「あ
な
た
と
一アー

ト
」
「
秋
の
味
覚
」

「
ょ
せ
な

べ
」
「
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
目
」

「私
の
選
ん
だ
人
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
内
容
の
グ
1
ム
だ
か

分
か
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
種
目
が
た
く
さ
ん
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
之
宮
地
区
で
は
、

直
接
ゲ
I
ム
に
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
が
、
大
勢
の
み
な
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
と
う
と
、
自

転
車
等
二
百
本
の
当
た
り
く
じ

の
あ
る
お
楽
し
み
抽
選
券
を
先

着
八
百
人
に
配
布
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
区
レ

ク
で
一
番
盛
り
上
が
り
を
見
せ

る
の
は
、
町
内
対
抗
の
種
目
で

す
。
力
く
ら
べ
の
綱
引
き
、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と
し
た
ボ

ー
ル
運
び
や
む
か
で
競
走
な
ど

で
す
。
中
で
も
混
合
リ
レ
ー
は
、

ど
の
地
区
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後
に
組
ま
れ
て
お
り
、

υレ
ー

に
よ
っ
て
順
位
が
決
定
す
る
こ

と
か
ら
、
応
援
に
も
大
変
熱
が

入
り
ま
す
。

第42回レクリ工ーション大会日程表

地区名 開催日 会 場 雨天の場合

むI 士見 10月 2日 官士見小学校 同日体育 館

1乞 オく 10月 2日 花水小学校 同日体育 館

横 内 10月 2目 横内小学校 同日体育 館

城 品 10月 2日 城島小学校 同日体育 館

金 自 10月 2口 金目中学校 同自体育 館

みず bま 10月 2日 みずほ小学校 同日体育 館

旭 ・松延 10月 2日 旭小学校 10月 8日

勝 原 10月 2日 勝 l京小学校 同日体育 館

山 下 10月 2日 山下小学校 同自体育館

金 回 10月 2日 金田 小 学 校 問自体育館

J¥ 1階 10月 2日 八幡 小 学 校 向日体育 館

中 原 10月 2日 中原小学校 10月 8日

商 原 10月 2日 南原 小 学 校 10月 10日

岡 崎 10月 2日 岡崎小学校 10月16日

松 原 10月 8日 松原小学校 同自体育館

'シ3・ぜι 普 10月 9臼 ぷ=普小学校 同自体育館

治 10月 9日 港小学校 同日体育館

なで し と 10月 9日 なでし乙小学校 向日体育館

松が丘 10月 9日 松が丘小学校 同 1=1体育館
一JII、 回 10月 9日 盟 国 小 学 校 岡田体育館

吉 沢 10月 9口 吉 沢 小 学 校 同日体育館

四之宮 10月 9日 大野小学校 同円体育館

土 屋 10月 9円 土屋小学校 10月 10日

工L 土 10日 9日 其 土 小 学 校 10月 10日

神田 ・相模 10月10口 神田小学校 同円体育館
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(2) 平 成 6年 10月 寸日

午
前
日
時

5
午
後
4
時
、
崇
普

公
民
館
2
階
ホ
ー
ル

・
鉄
道
模
型
展
日
月

3
日

(
祝
)
午
前
日
時

1
午
後
4
時、

中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

・
ビ
デ
オ
映
写
会
日
月
3
日

(
祝
)
午
後
1
時
1
4時
、
美

術
館
講
堂

・
短
歌
大
会
日
月
3
日
(
祝
)

午
後
1
時
1
4時、

M
N
ピ
ル

日
階
第
2
会
議
室

・
茶

会

日

月
3
日
(
祝
)
午

前
日
時

1
午
後
4
時
却
分
、
中

央
公
民
館
和
室

・
俳
句
大
会
日
月
6
日
(
日
)

午
前
日
時

1
午
後
4
時
泊
分
、

M
N
ピ
ル
日
階
第
2
会
議
室

。
展
示
部
門

(美
術
館
市
民
ア

ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

・
書
道
、
工
芸
、
ア
l
ト
フ
ラ

ワ
ー
人
形
、
盤
長
日
月
初
日

(水

)
3
初
日

(日
)
午
前
9

時
叩
分

5
午
後
4
時
印
分

広報ひらつか

L、
予

-v
p

・

昨
年
の
文
化
祭
茶
会

平
塚
市
文
化
祭
が
十
月
六
日

か
ら
十

一
月
六
日
ま
で
、
中
央

公
民
館
と
美
術
館
を
中
心
会
場

に
聞
か
れ
る
。
な
お
、

一
日
教

室
も
聞
く
の
で
、
ご
家
族
ご
友

人
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
出
掛
け
を
。

@
文
芸
・
学
芸
部
門

・
華
道
展
凶
月
6
日
(
木
)

1
9日
(
日
)
午
前
日
時
1
午

後
7
時
、
梅
屋
6
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
l
ル

・
川
柳
大
会

日
月
幻
自
(
臼
)

。芸能部門

期 日 内 ~ヨ、~ 時 間

10月22日(土) 音楽文化 1 4日寺~1711寺

吟詠 18時~21時

23日(日) 三 曲 10時~12時

合同公演 13時~18時

謡幽 10時~17時

29日(土) 日舞 13時~16時30分

30日(日) 剣詩舞 13時~17時

奇術 14時~17時

11月 3目白兄) 民謡 13時~15時

民事量 15時~17時

5臼(土) アマーピレ 1 4時~17時

官年音楽 18時~21時

6日(日) 長唄 13時~1 7時

洋舞 1 13時 -...;21時

-
写
真
、
美
術
、
鎌
倉
彫
り

日
月
2
日

(
水
)
4
3
6

日
(
日
)

午
前
9
時
却
分

3
午
後
4
時
回

分。
芸
能
部
門

右
表
の
と
お
り

(
中
央
公
民
館
大
ホ
1
ル
、
た

だ
し
謡
曲
、
奇
術
、
長
唄
の
み

小
ホ
1
ル
)

{一

日
教
室
}
中
央
公
民
館
2

B
実
習
室

・
盤
景
叩
月
却
日
(
土
)
午

後
1
時
1
4時
(
先
着
目
人
)

・
ア
1
ト
フ
ラ
ワ
ー
人

形

刊

月
初
日

(目
)
午
後
1
時
5
3

時
泊
分

(先
着
お
人
)
、
目
打

ち
・
脱
脂
綿
持
参

-
写
真

日
月
6
日
(
日
)
午

前
日
時

t
u時
(
先
着
犯
人
)
、

カ
メ
ラ
持
参

一
日
教
室
の
申
し
込
み
は
、

十
月
二
十
五
日
(
火
)
ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
(
内

線
六
六
ご
へ
電
話
で
ご
連
絡

を。

ふ
れ
あ
い
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

市
で
は
、
「
生
き
る
よ
ろ
こ

び
」
を
テ
1
マ
に
ふ
れ
あ
い
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
す
る
。

マ
日
時
叩
月
幻
自
(
日
)
午

後
1
時
3
4時

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
内
容
表
彰
式
、
フ
レ
ン
ド

オ
ン
ス
テ
ー
ジ
、
お
楽
し
み
抽

一
球
一
球
に
集
中
し
て

写真←ビvクス
第 536望号

選
会
、
サ
ー
カ
ス
(
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
)
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

※
当
日
は
、
入
場
整
理
券
(
市

役
所
市
民
相
談
室
、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
駅
前
窓
口
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
会
館
、
中
央
公
民
館
、
各

地
区
公
民
館
に
置
い
て
あ
る
)

が
必
要
と
な
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
政
策

課
(
内
線
二
一
七
)

湘
南
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

マ
日
時
刊
月
刊
日
(
日
)
午

前
叩
時

3
午
後
4
時
叩
分

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
内
容
久
保
智
氏
(
盲
目
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
)
の
ピ
ア
ノ
と
ト

ー
ク
シ
ョ
l
、
「
笑
草
会
」
の
手

話
落
語
、
「
湘
南
地
組
」
の
パ
ン

ト
マ
イ
ム
、
ベ
ル
マ

I
レ
平
塚

選
手
の
サ
イ
ン
入
り
色
紙
抽
選

会
な
ど

※
障
害
者
の
絵
画
、
作
品
展
示

叩
月
日
日
(
木

)
s
m月
日
日

(
日
)
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
湘
南
地
区
行
政

セ
ン
タ
ー
福
祉
部
湘
南
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
係
(
干
加

平
塚
市
西
八
幡

一
l
一ニ
l
一
・

屯
話
幻
|
二
七

一
一
)
へ。

親
子
で
い
も
掘
り

親
子
で
楽
し
く
秋
の

一
日
を

い
も
掘
り
で
過
ご
し
て
は
い
か

が
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
時
日
月
時
臼
(
日
)
午

前
日
時
1
午
後
3
時
(
雨
天
時

は
叩
月
幻
自
に
延
期
)

マ
場
所
び
わ
背
少
年
の
家

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
の

10月の移動図書館の日程
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A

街

館

校

庖

館

民

校

館

校

館

校

校

館

校

校

出

子

商

校

校

民

公

学

民

学

民

学

学

民

学
学

小
野

学

学
寺

公

丘

小

公

小

寺

公

小

小

公

小

小

ほ

み

中

小
宝

聞

が

品

島

崎

心

田

屋

沢

沢

延

目

ず

じ

陵

港

海

盟

松

城

城

岡

浄

金

土

吉

吉

松

金

み

ふ

旭

小
・
中
学
生
と
そ
の
親
切
人

(先
哲
順
)

マ
参
加
料
五
百
円
(
豚
汁
代
、

ジ
ュ
ー
ス
代
、
保
険
料
含
む
)

マ
持
ち
物
弁
当
、
い
も
掘
り

の
で
き
る
服
装
な
ど

申
し
込
み
は
、
十
月
九
日

(
日
)
ま
で
に
び
わ
背
少
年
の

家
(
電
話
回
|
O
八
七
ご
か
、

背
少
年
会
館
(
電
話
担
|
七

O

二
九
)
へ
。
参
加
料
を
直
接
持

参
す
る
。

畜
産
共
進
会
に
来
場
を

民
産
課
で
は
、
総
合
公
闘
を

会
場
に
毎
年
恒
例
の
畜
産
共
進

会
を
聞
く
。

マ
日
時

叩
月
8
日
(
土
)
午

前
9
時
叩
分
:
午
後
3
時

マ
会
場
総
合
公
園
多
目
的
広

場マ
出
品
乳
牛
話
頭
、
肉
牛
目

頭
、
肉
豚
初
頭
、
鶏
5
組

冨lIJJ凪廓担I，l.哩腰里~，，~

青空市場や豚汁の無料配布も

マ
内
容
青
空
市
場
、
牛
・
豚

E
2あ
て
ク
イ
ズ
、
乳
牛
ジ
ャ

ツ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、
牛
乳
、

豚
汁
、
た
い
肥
の
無
料
配
布
な

どマ
問
い
合
わ
せ
先

由民
産
課
畜

産
係
(
内
線
五
四
二
)

国
際
化
の
講
演
会

平
塚
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
講
演
会
を
聞
く
(
入
場
無

料)。
マ
日
時

叩
月
7
日
(
金
)
午

後
7
時
5
8時
刊
分

マ
会
場

M
Nピ
ル
日
階
第
2

会
議
室

マ
講
師
杏
林
大
学
教
授

田
正
利
氏

太

(
電
話
幻
|
六
三
ニ
九
)

{第
却
回
社
会
福
祉
展
}
日
月

4
日
(
火
)
ま
で

{第
4
回
木
彫
展
}
叩
月
6
日

(木
)
3

1
日
(
火
)

【水
美
日
彩
会
展
}
叩
月
日
日

(木

)
i
m日
(
火
)

{鱒
と
パ
ン
の
花
合
同
作
品
展
}

叩
月
初
日
(
木

)
1
お
臼
(
火
)

{竹
細
工
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク

ー
ル
}
刊
月
幻
自
(
木

)
s
u

月
1
日
(
火
)

其
の
国
際
化
の
た
め

マ
内
容

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善

課
(
内
線
五
九
七
)

技
術
開
発
の
講
座

マ
日
程
叩
月
四
日
(
水

)
3

日
月
8
日
(
火
)
の
9
日
間

マ
時
間
午
後
6
時
1
8時
却

分マ
会
場
勤
労
会
館

マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
方
叩
人
(
先
岩
順
)

マ
内
容
射
出
成
形
技
術
と
金

型
技
術
鵠
座
(
受
鵡
無
料
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
工
業
労
政

課
工
業
係
(
内
線
五
五
O
)

官
民

木造阿弥陀三猿像薬王寺

J\スでi支fLJ1~~
教育委員会 では、文化財保盤強調週間の一

環として、 今 回特別公開する文化財のパ ス巡

りを聞く。

。日時 11月3日(祝)
午前 9時 ~午 後 4時

Oコース 平塚 駅一正 福寺 ー北金目神社ー革委

福 寺ー薬王寺一平 等寺 一平塚駅

。講 師 三山進・背山孝慈 ・清水踊先生

(平塚市文化財保護委員)

。定 員 100人(パス 2台。多数の場合抽選)

O申し込 み 往復はがきに住所、氏名、年齢、

危話番号(家族で参加する場合 は希望者全只

の氏名、年齢)を記入のうえ、 10月 7日幽ま

でに「〒254平塚市笠原町 2-21 平塚市社会

教育課文化財保護係Jへ。参加費無料

あなたの声を

， ， 

く)10月 13日(ポ
• 10時.......12時なでしこ公民館

・14時.......16時袖ケ浜会館

• 19時.......21時花水公民館。10月 14日後)

• 10時.......12時南原公民館

・14時.......16時中原公民館

• 19時.......21時松が丘公民館

※問い合 わせは広報広聴;深広聴担当へ(内線355)

広聴パドローJレ
市民のみなさんの意見や要望、

苦情などを聴き、市政に反映させ

ます。お気軽にご利用を
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信
-

b

汁
-、
〆
-j

s

y

F

F

く
、
夫
が
喫
煙
者
の
聾
は
、

川

川

咋

F
A
L
w
J届四
ロ

ペ;

喫

煙

者

の

聾

に

比

べ

て

死

川

.，、

t
hmlih-

-介
，

一
川
州
川
円

、

亡
率
が
二
倍
に
な
る
。

川

川

，
に

-b
c
s
s
，ド
司
可
山
川

山
F

叩
ド
町
内
し

v

，‘，
E
島

zrーし
J
-
Z
FF

た
ば
乙
に
は
、

ニ
コ
チ
ン

川

州
諸
費
薩

mk
川
、
/
、
I
J
U‘
ォ

ヨ
『

や
タ
l
ル
な
ど
の
発
が
ん
物

川

川
多
者

1
6
1
1ト
l

、r

J
J
F
F

，

質
が
含
ま
れ
る
の
で
、
肺
が

川

川

タ

バ

コ

と

肺

が

ん

ん

を
予
防
す
る
に
は
、
ま
ず

川

3

禁
煙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
禁

川

川

た
ば
こ
と
が
ん
の
聞
に
深
十
本
以
上
吸
う
方
で
十
五

・

煙
す
る
に
は
強
い
意
志
を
持

川

川

い
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
み

三
倍
に
も
な
る
。
若
く
し
て
ち
、
①
タ
l
ル
の
少
な
い
も

川

川

な
さ
ん
も
御
存
じ
で
あ
ろ
吸
い
始
め
た
人
ほ
ど
危
険
性
の
に
す
る

②
本
数
を
少
な

川

川

う
。
平
成
五
年
の
が
ん
に
よ
が
高
く
(
十
五
歳
前
か
ら
く
す
る
③
家
族
に
も
協
力

川

川

る
死
者
の
う
ち
、
男
性
の
肺
吸
っ
て
い
る
方
は
肺
が
ん
発

を

得

る

④

ス
ト
レ
ス
を
た

川

川

が
ん
に
よ
る
死
者
が
胃
が
ん
生
率
五
六
・
六
軒
)、

一
日
の
め
な
い
⑤
お
酒
を
控
え
る

川

川

を
抜
い
て
一
位
と
な
っ
た
。
喫
煙
本
数
と
喫
煙
年
数

を

か

な

ど

が

有
効
。
ま
た
、
へ

川

川

現
在
、
四
十
歳
以
上
の
肺
げ
て
四
百
以
上
の
方
は、

注

ピ
1
ス
モ
l
カ
l
の
方
は
、

川

酬

が
ん
死
亡
率
は
、
非
喫
煙
者
意
が
必
要

と

な

る

。

ぜ

ひ

一
度
駅
燃
検
牽
を
受
廿

川

川

に
比
べ
て

一
日
二
十
本
以
上
ま
た
、
た
ば
こ
が
周
囲
の
て
、
自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク

川

川

吸
う
方
で
約
五
倍
、

一
日
五
方
に
与
え
る
影
響
も
大
き

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

川

出
三
==一
三
=一三三
=一三
三
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=一三
=一
三
=
三
一
三
三
三
三
三
=
一三
=
三
=
=
=
三三
=
一三
=
三
=
一
三
三
三
三
=
一三
三
三
=
=
三
=
=一三=
一司

刊
人

(

先

着

順

)

プ

、

手

鏡

マ

対

象

市

内

に

お

住

ま

い

の

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(電

〔
糖
原
病
予
防
教
室
]

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

話
詑

l
O
一
三

O
)

マ
日
程

叩
月
6
日
(木
)、

日

方

(
介
護
者
運
転
の
と
き
は
1

日

(木
)
、
幻
自

(金
)、
幻
自
種
の
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ
び

(木
)

A
1、
A
2
の
療
育
手
帳
の
交

マ
時

間

午

後

1
時
却
分

5
3

付
を
受
け
て
い
る
方
)

時

(幻
臼
の
み
午
前
日
時
1
午

マ

申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

後
2
時
)

障
害
福
祉
課

(内
線
二
ニ
ニ
)

マ
会
場

城

島

公
民
館

マ
講
師
梶
原
光
令
医
師

(日

日
)

マ
申
込
先
城
島
公
民
館

(電

話
回
ー

一
五
二
五
)

ず
に
体
調
を
整
え
て
検
査
に
臨

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
最
近
中
年
以
降
の
男

女
に
多
く
見
ら
れ
る
の
が
、
食

べ
過
ぎ
や
大
酒
が
原
因
で
起
こ

る

「脂
肪
肝
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
肝
細
胞
の
中
に
多
盆
の
脂

肪
が
蓄
積
し
た
状
態
で
、
肥
満

や
高
指
血
症
が
続
い
た
場
合
に

起
こ
り
ゃ
す
い
。
脂
肪
肝
に
限

ら
ず
、
肝
臓
は
「沈
黙
の
臓
器
」

と
も
言
わ
れ
、
異
常
が
起
こ
っ

て
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
症
状
が
現

れ
ず
に
自
党
症
状
が
出
た
時
に

建築指導課建築審査係

ルール守り住み良い平嫁

る。
で
は
、
肝
臓
機
能
を
調
べ
る

検
査
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
肝
機
能
に

関
す
る
血
液
検
査
は
、

二
十
以

上
あ
る
。

一
般
的
な
G
O
T
、

G
P
T
、
A
L
P
、
L
A
P
、

L
D
H
、

γ
・
G
T
P
は
、
血

液
中
の
酵
素
の
誌
を
測
定
す
る

検
査
で
、
検
査
方
法
に
よ
っ
て

正
常
値
が
異
な
り
、
前
日
の
食

事
内
容
、
運
動
の
強
さ
、
薬
剤

の
使
用
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て

も
値
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
、

一
回
の
検
査
結
果
の

み
で
肝
臓
が
悪
い
と
悩
む
の
は

ま
だ
早
い
。
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
間
隔
を
あ
け
て
再
検
査
を

す
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。
た

だ
し
、
そ
の
時
は
不
摂
生
を
せ

.m当

は
、
か
な
り
悪
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
「
肝
心

か
な
め
」
の
肝
は
、
肝
臓
の
肝
。

大
切
な
肝
臓
を
大
切
に
。

あ
れ
こ
れ

(斉
藤
千
草
医
師
)

②
日
月
日
日
(
火
)
午
前
9
時

su時
よ

り
健
康
な
生
活
の

た
め
に

③
叩
月
M
日

(
月
)
午
後
1
時

却
分

5
4時
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
と
り
方
(
総
合
教
育

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
津
田
良

美
さ
ん
)

④
日
月
2
臼
(
水
)
午
前
日
時

1
午
後
1
時

骨

粗

鶴

症

予

防
の
た
め
の
食
生
活

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象

m
s
m歳
代
の
女
性

建築基準法は、建築物の安全性と良好

な燈住環境そ確保するため、基本的な規

制そ定めている法律です。

この法棒では、建築物の工事に若手ず

る前に、建築確認通知殺を取得するとと

が緩務づけられています。また、 工事が

完了した場合はヱ事完 了届を市に提出

レ、検査恋愛りなければいけません。

ζの趣旨を徹底するため、 10月11日か

ら17閉までの一週間を「違反建築防止週

間Jとし、 10月13日(村には「全国一斉公

開建築パトロール」を笑施します。

違反建築防止週間

医
療
保
険
が

部
改
正

肝
臓
は
、
人
間
の
臓
器
の
中

で
最
も
大
き
く
、

一
か
ら

一
・

五
J
匂
の
重
さ
が
あ
る
。
そ
の

主
な
働
き
は
、
①
各
種
の
栄
養

素
を
自
分
の
体
に
合
っ
た
成
分

に
作
り
変
え
る
②
た
ん
白
質

や
脂
肪
等
の
栄
設
を
答
え
る

③
体
に
有
害
な
も
の
を
解
毒
し

体
外
に
排
出
す
る
④
腸
の
消

化
、
吸
収
を
助
町
る
な
ど
が
あ

る
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
と
老
人
保
健
該
当
者
の
標

準
負
担
額
の
減
額
に
つ
い
て

は
、
保
険
年
金
課
給
付
係
で

減
額
認
定
証
の
申
請
を
し
、
交

付
を
受
け
て
か
ら
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
示
し
て
い
た
だ
き
た

・
政
府
管
掌
保
険
等
で
は
、

9

月
初
日
ま
で
の
助
産
費
(
最
低

保
障
額
二
十
四
万
円
)
と
育
児

手
当
金
(
二
千
円
)
を
支
給
し

て
い
た
が
、
十
月

一
日
か
ら
助

産
費
と
育
児
手
当
金
を
包
括
し

て
、
出
産
育
児

一
時
金

(
三
十

万
円
)
を
支
給
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。こ

れ
に
伴
い
、

平
塚
市
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

被
保
険
者
も
出
産
さ
れ
た
と
き

は
、
従
来
の
助
産
費
二
十
四
万

円
に
変
え
て
、
出
産
育
児

一
時

金
三
十
万
円
を
支
給
す
る
。

制
度
の
改
正
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金
課
給

付
係

(内
線
二
四
六
)
へ。

十
月
一
日
か
ら
医
療
保
険
制

度
が
一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者

と
老
人
保
健
該
当
者
の
手
続
き

が
一
部
変
更
と
な
る
。
改
正
点

は
次
の
と
お
り
。

・
入
院
中
の
食
事
の
標
準
負
担

額
を

一
日
に
つ
き
、
六
百
円
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

広報ひらつか

成
人
病
予
防
教
室
を

ロご協力ありがとうございましたく 9月分〉

三共側平塚工場、三菱樹脂開平塚工場、共栄工業側平塚工場、 三共化成工業側平塚

工場、東海大学

はがきに赤ちゃんの氏名、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、包話番号、会社名を記入のうえご応

募ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんです。応募

されたはがき(1 日掲載分は26 日~10日締め切り、
15日掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は17人応募。

会送り先 干 254平塚市浅間町 9- 1

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステージ」係

市
で
は
、
成
人
病
予
防
の
た

め
の
健
康
教
室
を
開
く
。
自
己

の
健
康
管
理
の
た
め
に
も
ぜ
ひ

と
参
加
を
。

な
お
、
教
室
に
よ
り
申
し
込

み
方
法
等
が
異
な
る
の
で
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
。

[
健
康
体
操
教
室
}

マ
日
程
叩
月
日
日
(
木
)
、

日
月
日
日

(木
)、

ロ
月
6
日

(火
)

マ
時
間
午
前
日
時

1
日
時
品

分マ
会
場
金
田
公
民
館
(
参
加

自
由
)

マ
講
師
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

今
井
実
氏

マ
内
容
腰
痛
体
操
、
ス
ト
レ

ッ
チ
な
ど

[
健
康
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
}

マ
日
時
叩
月
四
日
(
水
)
午

前
9
時
泊
分

5
午
後
2
時
却
分

マ
会
場
横
内
公
民
館

マ
定
員

マ
内
容

歩
く

マ
申
込
先
横
内
公
民
館

(電

話

M
I
O
--
八
)

{高
脂
血
症
予
防
教
室
}

マ
日

程

叩

月

6
日
1
U日
の

毎
週
木
曜
日
、
全
4
回

マ
時

間

午

後

1
時
却
分
1
3

時
(
羽
田
の
み
午
前
日
時

3
午

後
2
時
)

マ
会
場
富
士
見
公
民
館

マ
定
員
初
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
保
健
セ
ン
タ
ー

(
電
話

M
l
o
=一
一
一
)

{
歯
の
健
康
教
室
}

マ
臼
時
日
月
ロ
日

(水
)
年

後
1
時
泊
分
5
3時
叩
分

マ
会
場
中
原
公
民
館

マ
講
師
松
本
文
夫
歯
科
医
師

マ
内
容
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

な
ど

マ
持
ち
物

日
人
(
先
着
順
)

へ
ル
シ
1
ロ
1
ド
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸

ス
ク
ー
ル
開
く

マ
日
程

叩
月
日
日
(
水
)、
紅

白

(金
)、
初
日
(
水
)、
犯
日

(金)、

日
月
2
日
(水
)

マ
時
間
午
後
1
時
初
分

3
4

時
初
分

マ
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

マ
対
象

市

内
に
お
住
ま
い
の

方
刊
人

マ
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心

得
、
体
験
学
習

(車
い
す
の
介

助
と
移
動、

手
話
、
点
字
)
、
福

祉
講
演
会
な
ど

申
し
込
み
は
、
十
月
三
日
(
月
)

か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

(電
話
ロ
ー

二
三
三
三
)
へ
電
話
で
。

いのうえゆ玉三

井上雄貴ちゃん
公平塚市田村5392ー 5ビュー

バレータカハシ201号キャ

ノン株式会社平 塚 事 業 所 に お

勤めの井上道夫さん (30歳)と智子

さん (29歳)の長男。平成 6年 2月

10日生まれ。身長74cm、体重 9kg。

家の中よりも外の方が好きな雄貴ー

ちゃんは、パパの車でドライブする

のが大好きで‘、週に 2、 3回は河内

のおじいちゃんおばあちゃんの所へ

連れていってもらう。

なんでも食べ生まれっき足が強い

ので、将来はサッカー選手 になって

くれたらとパパママ。

障
害
者
の
有
料

道
路
の
割
引
証

平成6年 10月寸目

献血Iこ長脇1JをEf

十
月
一
日
か
ら
有
料
道
路
通

行
料
金
の
割
引
を
受
け
ら
れ
る

障
害
者
の
範
囲
が
広
が
る
。
割

引
証
の
申
請
は
、
次
の
も
の
が

必
要
と
な
る
。ぜ
ひ
ご
利
用
を
。

マ
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手

帳
、
車
検
証
(
障
害
者
が
乗
る

車
両
)
、
免
許
証
(本
人
運
転
の

と
き
)
か
健
康
保
険
証
等
同
一

生
計
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
(介
護
者
運
転
の
と
き
)

く〉街頭献血予定日
①10月 1日比)

紅谷パールロード

②10月22日比)

側ダイクマ平塚庖

※街頭献血の時間

午前10時~午後3時30分

ベ
タ
l
ラ
イ
フ

女
性
講
座
を

マ
期
目
、
時
間
、
内
容
等

①
叩
月
7
日
(
金
)
午
後
1
時

却
分

1
4時
更
年
期
の
問
題

(3) 

歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ



広報ひらつか第 536号 (4) 平成6~10月守目

窓
庭
も
お静

@
@
@
表
示
号
機
饗
至
と
大
会
に

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

日
常
生
活
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り

入
れ
、
健
康
で
明
る
い
毎
日
を

送
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

こ

人

一
枚
)
に
、
希
望
す
る

教
室

・
コ
l
ス
名
、
氏
名
、
年

齢
、
住
所
、
屯
話
番
号
を
記
入

し
て
、
十
月
七
日
(
金
)
ま
で

に
〒
加
平
塚
市
大
原

一
l
一
平

塚
球
場
内
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
(
電
話
お
|
O
一
O

一
一
)
へ
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

{第
4
回
水
泳
教
室
】

マ
日
程

叩
月
お
日
i
u月
日

自
の
火

・
金
曜
日
、
全
8
回

・
時

間

午

後
6
時
初
分
1
8

時マ
会
場

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)・

第
1
コ
l
ス
(
初
心
者
)

日
歳

t
刊
歳
、
叩
人

・
第
2
コ
l
ス
(
初
心
者
)

叫
歳

i
m歳
、
加
入

・
第
3
コ
1
ス
(
初
級
者
)

日
歳

sm歳
、
日
人

マ
参
加
料
五
千
円

{第
2
回
ア
ク
ア
ピ
ク
ス
}

マ
日
程

叩
月
幻
自

i
u月
1

日
の
木
曜
日
、

全
5
回

・
時

間

午

後
2
時
泊
分
1
3

時
初
分

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
ー
ル

マ
参
加
資
格
と
定
員
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
の
女
性
お

人三
茄
料

総
合
体
育
館
プ
1
ル

四
千
円

平嫁球場
⑪ 

1⑪ 

【第
3
回
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
〕

マ
日
程

凶
月
お
日

1
ロ
月
刊

日
の
金
曜
日
、
全
8
回

・
時

間

午

前
日
時
泊
分

5
日

時
初
分

マ
会
場

総
合
体
育
館

マ
参
加
資
格
と
定
円
以
市
内
に

お
住
ま
い
、
お
勤
め
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方
(
高
校
生
は
除

く
)
別
人

マ
参
加
料
四
千
八
百
円

{体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
教
室
】

マ
日
時

日
月
6
日
(
臼
)

-
午
前
コ

1
ス

午

前

日

時

su時
-
午
後
コ

1
ス

午
後

1
時

3
3時

マ
会
場
総
合
体
育
館
プ
ー
ル

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
日
歳

1
印
歳
ま
で
の
方

マ
定
員
各
コ
1
ス
と
も
お
人

マ
参
加
料
無
料

実
業
団
対
抗

体
育
大
会
が

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
教
育
委
員

会
で
は
第
出
回
市
内
実
柴
田
対

抗
体
育
大
会
を
開
催
す
る
。

マ
日
程

叩
月
お
日

(
日
)
、

初
日

(臼
)

マ

会

場

見
附
台
体
育
館
ほ
か

マ
競
技
顧
問
と
規
定

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
9
人

制
の
み
、
監
督

・
コ
ー
チ

・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
1
人
、
選
手
ロ

、⑪
@ 
10 
月

平嫁競技場

人、

3
セ
ッ
ト
れ
点
ゲ
l
ム

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

の
み
、
監
督
1
人
、
選
手
目
人
、

初
分
ハ
l
フ
、
初
秒
ル
ー
ル
、

ユ
ニ
ホ
ー
ム
は
同
色
を
活
用

・
卓
球
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
・

男
女
ダ
ブ
ル
ス
、
監
判
1
人、

選
手
6
人、

3
セ
ッ
ト
幻
点
ゲ

ー
ム

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
、
院
特
1
人、

選
手
5
1
7
人
、
日
ポ
イ
ン
ト

3
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

・
硬
式
テ
ニ
ス
男
女
ダ
ブ
ル

ス
、
男
子
は
監
督
1
人
、
選
手

6
1
m人
・女
子
は
監
督
1
人、

選
手

4
1ロ
人
、

8
ゲ
l
ム
マ

ッ
チ

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
女
ダ
ブ

ル
ス
、
監
特
1
人
、
選
手
6
人、

7
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

・
サ
ッ
カ
ー
男
子
の
み
、
監

督
1
人
、
選
手
目
人
、
初
分
ハ

ー
フ

マ
参
加
資
格
市
内
の
都
務
所

.
事
業
所
で
編
成
し
た
チ
l
ム

マ
申
込
期
間
日
月
3
日
(
月
)

3
日
日

(火
)

マ
・
申
込
場
所
平
塚
球
場
内
体

育
課
(
平
塚
市
大
原
ー
ー
ー
、

電
話
m
l三
O
六
O
)

市
民
口
i
ド
レ
l
ス

平
塚
市
陸
上
競
技
協
会
で

は
、
総
合
公
園
周
辺
コ
l
ス
で

第
包
囲
平
塚
市
民
ロ

1
ド
レ
ー

ス
大
会
を
開
催
す
る
。

マ
日
時

日
月
初
日

(日
)

午
前
8
時
受
付
開
始

マ
集
合
場
所

平
塚
競
技
場

マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
方

(中
学
生
以
上
)

マ
稲
田

一一
般
男
子
m
J
M
・

5
キ
ロ
討
、
刊
歳
以
上
男
子
5
キロ

灯、

一
般
女
子

・
高
校
女
子
5

J
灯
、
中
学
男
子
5
J
M、
中

学
女
子
3
J
M、
視
党
陣
容
者

男
子

・
女
子
3
J
M

マ
参
加
料

一
般
六
百
円
、
高

校
生
四
百
円
、
中
学
生
三
百
円

マ
申
込
期
間
日
月
口
日
(
月
)

1
出
臼
(
月
)

申
し
込
み
は
、
体
育
謀
、
平

塚
競
技
場
に
あ
る
申
込
用
紙
に

参
加
料
を
添
え
て
、
平
塚
球
場

内
体
行
部
(
〒
加
平
塚
市
大
原

一
l
一
、
屯
話
出
|
一
ニ
O
六
O
)

へ
直
接
申
し
込
む
。

秋
の
登
山
を

平
塚
山
岳
協
会
で
は、

恒
例

の
秋
の
受
山
の
参
加
者
を
募
集

す
る
。
今
回
は
、
ヤ
ピ
ツ
峠
か

ら
塔
ノ
岳
、
大
倉
ま
で
丹
沢
の

薮
尾
根
を
縦
走
す
る
コ
l
ス。

マ
日
時

叩
月
幻
日

(臼
)

・
集
合
時
間
と
場
所
午
前
7

時
、
秦
野
駅
前

・
解
散
時
間
と
場
所

午
後
5

時
別
分
、
大
倉
登
山
口

マ
参
加
資
格
と
定

員

市

内
に

お
住
ま
い
の
方

(中
学
生
以
下

は
保
髄
者
同
伴
)
刊
人

10 
月

総合体育館

マ
参
加

料

五

百
円

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
平
塚

か
な
が
わ
消
費
者
週
間

県
で
は
、
快
適
で
豊
か
な
生

活
を
実
現
す
る
た
め
、
消
費
者
・

事
業
者

・
行
政
が

一
緒
に
考
え

る
機
会
と
し
て
毎
年
十
月
の
第

二
土
曜
日
か
ら

一
週
間
を
「
か
な

が
わ
消
費
者
週
間
」
と
制
定
し

た
。
期
間
中
市
内
で
も
、
平
塚

• 27日

・30日

※問い合わせは、 総 合 公 園 管 理

事務所 (電話35-2233)へ。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
講
座
と

相
談
が
開
催
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
ご

参
加
を
。

生活関連物資価格調査表
消費生活モニター30人による 9月分の平均価絡

スーパー

399円

149円

157円

235円

237円

258円

409円

228円

157円

720円

488円

287円

小 売 l苫

445円

148円

181円

206円

222円

227円

349円

231円

168円

925円

117円

678円

392円

296円

絡

1.5kg(無 υン)

1 kg(ポリ入)

1 Q (パック)

65m (12個)

100 g (モモ肉)

M10個(パック)

100 g (切り身)

1 kg(男爵〉

1把

1 kg(赤みそ袋入)

1 kg(上白紙Il)

1斤

18 Q (配述)

1 Q (現金)

規

合 成洗剤

サラダ池

し ょうゆ

トイレット

ペーパー
廊肉

鶏卵

さ tt
じゃカ旬、も

ほうれ ん草

み そ

lil!>籾t
食パン

f了 対1

ガソリン

国'" ロロ

平 塚 の 屋 形 船 で 相模川遊覧を楽しみ新

鮮な海の幸 を使った 「漁師なべ」に舌鼓

を打ってみませんか

日時 11月3日(木)
9時30分 農 業 会 館前集合

コース 農業会館前一平塚海岸一釣宿一

漁港一朝霧河畔緑地(なべ大会)ー屋形

船で相模川遊 覧一 平 塚駅(移動は徒歩)

・参加費 大 人1000円、子供500円

・募 集人員 70人(多数の場合抽選)

・申し込み はがきに 「湘南めぐり参加

希望j と参加希望者全員の住所、氏名、

年齢、包括審号を記入し「〒254平塚

市浅間町9務 1琴平塚市商業観光課

観光係Jへ。締め切りは10月25日(火)

湘南巡り参加者募集ふるさ と再発見。見附台体育館 (f回舌31-3057)

・開放種目 4球、バドミントン、パスケツ

ト、軟式庭球(- 1印刷、バレー(16時-)

。金田公民館体育館 (fU~;!i31-2136)

0金目公民館体育館 {電話58-0101)

0神田公民館体育館 〈叩孟55-0239)

0旭南公民館体育館 伺隠31-2255)

-開放種目 バレー(9時~印刷、パドミン

トン、卓球(131時-16時)、パスケット(16

時 -20時)
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• 10月17日(月)午後 1時-8時

・10月31日(月) 1/ 

億宵留@閲脇田

• 10月3日(月)午前9時~午後8時

・10月17日(月) 11 

各種目ともラケット、シャ トル 、 ポ ー

: ル と、上ぱき用運動ぐつの持参を。
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